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當
に
夙
に
翻
譯
せ
ら
る
可
く
し
て
未
だ
其
事
な
い
り
し 

名
著
.の「

な
り
。
近
時
社
會
間
題
を
論
中
る
價
做̂'
;
&'
'
 

俗
#

の
頻
々
ビ
し
て
_
出
せ
ら
る
.、
こ
ビ
を
_
み
れ
ば
、
 

森
^
氏
の
！

k

本
は
出
づ
る
こ
ど
歡
ろ
甚
だ
晚
し
と
云
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ざ
る
可
か
ら
すC 
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J

の
■
藉
の
功
«

は
廣
沉
な
る
.社
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主
義
文
書
.の
涉
獵
に
基
づ
き
て
所
謂

「

科
學
的」

社
會
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義

以

前

の

炎

條

社

會

生

義

論

容

^-
、
；
不

當

な

る

遺

忘

€ 

.閑
却V

ょ
り
救
ひ
、
以
て
そ
の
獅
逸
社
會
主
義
に
斜
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る
影
響
を
明
に
レ
た
る
こ
^
,
、
及
び
法
挪
學
に
て
鍛
錬 

せ
る
頭
腦
を
以
て
、
社
會
主
義
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の
興

求

中
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れ
た
る
全
勞
働
收
益
權
"
生
存
權
及
び
勞
働
權
な
る
三 

大
經
濟
的
蒜
本
權
の
本
質
？
、
そ
の
相
互
關
係
，を
明
確 

•に
し
、
且
つ
此
の
三
者
の
如
何
な
る
絍
會
級
織
の
卞
は 

實
現
す
べ
く
、
如
何
な
る
社
會
組
織
の
下
に
實
現
す
ベ 

か
；ら
ざ
る：

か
を
論
究
し
、
'此
の
ニ
方
两
に
於
て
共
に
：學 

'■
■,者
硏
究
の
新
境
地
を
開
拓
せ
る
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是
な
9
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第
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結
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ペ
ル
ツ
ス
ビ
の

著
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當
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受
け
て
ゐ
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-
-
:
ザ
.ジ
ス
及
フ
ラ
ン
ス
の
社
會
主
義
特
に
そ
の
前
期
の
も
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を
殆
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V
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ぐ
知
ら
な
い
で
ゐ
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に
*
る
こ
ビ
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の
な
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明
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序
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前
期
の
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國
社
會
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は
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タ
ヤ
ム
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タ
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ン
の
影
響
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下
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立
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に
し
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:
:
剩
餘
價
値
理
論
の
全
部
即
ち
剩
餘
價
値

の
槪
念
を
の
名
稱
、
そ
の
額
に
關
す
る
考
察
は
、
主
ビ

し
て
タ
ム
ス
/ン
の
著
書
か
ら
獲
來
つ
た
も
の
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あ
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■*
し
-;
1
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特
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所
得
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一
形
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潤)

の
み
を
眼
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§
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且
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產
資
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费
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1
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タ
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蒋
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叙
述
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然
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の
勞
働
者
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し
で
^-
生 

靡
物
ょ
6
.そ
の
自
ら
作
出
し
だ
，る
：全
傾
値
を
收
得
せ
し
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め
ょ
ビ
0
猜
極
的
意
味
忙
於
け
る
全
勞
働
收
益
權
に
茧
へ 

つ
4

4
猶
ほ
細
密
の
|

£

必̂
耍
匕
す
"
而
じ
て
そ
の 

結
論
^
要
約
す
れ
i !
:「
全
勞
働
收
翁
權
は
；
土
地
及
資 

本
の
私
有
を
承
0
す
る
.
，命
M
-
の

社

會

秩

序

ビ

は

枘

擊

：

, 

柑
容
れ
難
き
：も
の
で
あ
る
。
：«
別
使
相
を
伴
ふ
共
有
財
.

」 

產
を
规
定
す
る
法
#
秧
序
に
於
て
：は
、
全
勞
働
收
益
權' 

は
m
然
的
分
配
1)
]
.̂1
.で
あ
る
。
併
し
共
同
他
州
を
俾
ふ
，
 

共
有
财
產Q,

行
は
る
\
所
の
共
產
主
義
的
化
紐
織3
れ
'; 

た
社
會
fc
於
て
は
、
全
勞
働
收
益
權
の
實
行
は、
.そ
れ
自
：
 

身
不
可
能
で
は
な
い
が
、
斯
様
な
結
：び
付
き
に
對
す
f

. 

實
踐
的
困
離
は
非
常̂

大
き
い
o
從
つ
て
此
の
組
§
社 

會
奴
於
て
は
生
#
權
が
财
の
分
配
の
自
然
的
基
礎
ビ
認
，
 

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

，

(

ー|
八
ー
ー
丨
-H
H)

'.
:而
し
て

':
' 

「

今E

の
社
會
的
發
展
は」

全
勞
«
收
益
權
の
^

現
ょ
り.
. 

も

「

多
く
の
徵
候
ょ
り
推
し
て
考
ふ
れ
ば

•

…

生

存

權 

の
實
行
R '
向

つ

て

居

る

や

う

.で

あ

'̂」
(

一
一
八
五
}
ビ

云

.

.

«,
嘴
物
史
觀
を
®
認
せ
中
。
歷
史
±
の
.大

-

第
五
跋
一
六
ニ

事
件
の
如
何
«:
る
も
の
：1
全

然

經

濟

狀

態

の

影

_

を

被
 

ち
、
ざ
、
る

も
•の
な
き
も
亦
そ
の
如
，何
な
る
も
の
も
祺
な
る 

經
濟
狀
態
0;
み

ょ

り

‘
し

て

は

之

：
を

說

明

す

べ

か

ら

す

ビ 

な
す(

一
ー0
九
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ビ
同
_
，に

近

時
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々
1

\

^

^

|

5
の 

I精
®

な
り
ど
し
.て
主
張
せ
ら
る
、
勞

•
働

者

獨

裁

の

說

に
 

I

左
部
せ
ざ
る
も
の
な
り
。
蓋

し「

社
會
間
題
は
政
治
間 

題
の
や
ぅ
ド一

夜
の
間
に
解
決
せ
&
る
べ
き
も
の
で
な 

い
。」

今
日
0
法
，律
秩
序
.に

「

必
然
起
る
べ
§
變
化
は
恰 

.

も
吾
令
の今

：：！

の
社
會
秧
：序
が
數
西
年
の
間
絕
え
ず
封 

建
制
度
^

^
碎
壤
敗
し
來
6

、
結
句
唯
の
一
雄
で
以
て 

之
を
全
廢
す
る
こ
ビ
於
能
き
る
迄R
亜
つ
た
や
5

k
、 

長
き
歷
班
的
發
展
の
方
法
に
ょ
つ
て
行
は
る
ベ§」

o
一
 

:-
'
八
五
頁)

を
以
て
な
b

。
，
而

し

.て

此

見

解

に

對

し

て

は
 

譯
者
淼
芦
氏
が
漸
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多
く
の
疑
問
を
懷
く̂

钜」

.
り 

\

し
ー
じ
云
ふ(

序
文
四
良)

R
拘
ら
ず
、
評
者
は
今
猶
ほ
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.
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棄
つ
べ
き
理
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t
を
知
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ざ
る
も
の
な
り
。
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j

» 

に
し
て
社
會
主
義
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會
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實
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す
ベ
か
ら
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は
猶
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一
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じ
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ベ
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ざ
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ず
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以
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^

^
精
密
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著
に
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.へ
る
€
く
ろ

傅

へ
て
遺
钺
な
し
。#
て
淼
鷗
外
博
士
そ
の
飜
譯「

審 

美
極
致
論」

の
凡
例
中
^
記
し
て
日
く「

飜
_
義
を
謬 

る
、
^

て
飜
1
:と
稱
す
る
-K
姐
ら
中
.。
‘義
を
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植
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作
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の
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讓
_

れ
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幾
か
ら
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：

T

ヒ
。
今
評
者
は
平
生
歐
女 

0

»
を
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み
て
其
理
義
を
解
す
る
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：
，原
文
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«
致
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味
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ふ
こ
せ
甚
だ
不
充
分̂

る
を
嘆
ず
る
*

0̂;'な
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'

「

社
會
主
義
思
想
史d,

が
勝
し
：て
能
く「

飜
,
の
能 

;»
J
を
盡
せ
り
や
西
や
を
云
ふ
，

M

と
.能
は
す
で
.雞
も「
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を
傅
，へ
て.芷
し
き」

の
.
1事
^
至
'て
は
原
著
を
併
績
し 

た
る
凡
で
の
人
ビ
共
^
幸
に
之
を
言
明
じ
て
懷
ら
ざ
る

:
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f
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な
-
。
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す

る
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件
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6
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沿

室
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り
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;
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ヲ
シ
し
.
と

す

ベ

き

も
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1

3淼
戶
氏
は
a

に
雛
誌「

改
造
し(

大
K
九
苹
十
：一- 

月
贩)

に

，一
 

<文
を
寄
せ
て
".Anton .

M
e
n
g
e
w

 

"の
人
物
業 

8
を
輪
評
す
る
こ
.̂

甚
だ
詳
細
»|
彻
*'
.ぅ
き
0
^
&.
に 

斯
の
如
S
良
a

_
の
：業
あ
る
素
ょ
り«:
處
な
ら
.ん
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み

r \

小

信

ゝ
如
田
哲
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經
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價

値

論
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:

:
リ

;

:
:
來
筑
國
文
觉
發
行 

i

m
ニ
_

五
十
錢

,
現
赌
に
於
け
る
少
壯
有
爲
の
經
濟
學
潴
た
る
著
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